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第５章　熊本薬学専門学校

　第１節　はじめに

　『熊本大学６０年史』は、通史編、
部局史編、写真集の３部で構成され
るが、熊本大学薬学部の前身校の略
年表及び主たる流れについては、部
局史編第１編第５章「薬学部」に記
載してある。また、薬学部の創立か
らの経緯は、大江キャンパスに2010
年（平成２２）年に建てられた建学記
念碑に記されている。
　通史編では、部局史編と重複する
内容は概観するにとどめ、当時の教

官及び学生数、科目等について記述するとともに、歴代校長の略歴、別けても熊本大学薬
学部前身校の発展に一生を捧げた安

あ
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校長の人柄が偲ばれるエピソードも含めて詳述
する。
　まず本章では、熊本薬学専門学校の前身校である復陽洞、再春館、蕃滋園、古城治療所
について簡単に紹介し、続いて私立熊本薬学校、私立九州薬学専門学校、最後に熊本薬学
専門学校について記述する。

　第２節　復陽洞

　肥後熊本藩第７代藩主細川宗孝の時代の元文年間（１７３２～４７）に医師村井見朴によって
創立された家塾「復陽洞」では実験的な薬学教育が行われており、１７３３（享保１８）年「復陽洞」
にて「闘草会」が開かれた。「闘草会」は古くは「くさあわせ」といい草花を競ったもので、
参加者各自が採集持参した薬草について、鑑定、性状、効能、応用などを考究し、真剣に
質疑討論する会合であった。これはまさに薬草講習会であり、当時における薬学大会とも
いえるものである。江戸湯島で田村藍水が「物産会」を初めて開いたのは１７５７（宝暦７）年
であることから、既にその２４年前に開かれた「闘草会」は、我が国最古の薬学大会の記録
といえるかもしれない。なお、この「闘草会」は後年再春館に引き継がれている。

　第３節　再春館

　熊本藩の組織的医学教育は、第８代藩主細川重賢公によって始められた。重賢は１７５４

写真１　熊薬建学記念碑（現在）
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（宝暦４）年、まず藩校「時習館」を創立した。藩校時習館は細川内膳家当主長岡忠英を初
代総教（総長）に、秋山玉山を教授（学長）に迎えて開校し、以後１１５年続く全国に名を知ら
れた藩校の１つとなり、熊本藩士族の文武両道、質実剛健の気風を育てたとされる。幕末
期には横井小楠が時習館に学び、塾頭も勤めた。１７５６（宝暦６）年には藩の医学校が創設
され、「再春館」と命名された。再春館の呼称は、家塾「復陽洞」を創立し、再春館の筆頭
教授を務めた村井見朴の夢に現れたものといい、回春（若返ること、病気が治ること）を意
味するものとしてこれが採用された。「再春館」は熊本大学医学部の前身校であり、北里
柴三郎らを輩出した。「再春館」設立の地は角井で現在の熊本市二本木町付近であり、寮、
講堂、植物園を備えていた。また、館内に薬圃及び製薬室を設けて、医薬の研究と製造に
も従事した。「再春館」には、本道（内科）・外科・眼科・児科・婦科・口科・鍼科・按摩
科が存在したが、この８科のほかに、引経科で解剖学、物産科で薬学の講義を行ってい
た。物産科の教科書には本草綱目と薬性歌が挙げられている。また再春館には「司薬」と
いう役があって、薬圃における薬草の栽植、薬物の製造・調剤、施薬などを司り、開設当
時は道家仙庵、秋山宗節、龍造寺宗碩が担当した。この薬圃で栽培されていた薬草類とし
ては、１８５２（嘉永５）年の目録によると草の部１３６品、木の部１１２品が記録されている。前
述の「闘草会」は１７５９（宝暦９）年以後、毎年１回５月に開催され、後には数百名の参加者
があり、物産学研究の一大権威となった。その後、再春館は１７７１（明和８）年１２月に熊本
区山崎町（現在は熊本市紺屋今町）の東側の藪を拓いて移転した。現在この地には、再春館
跡の案内板がある。なお、「再春館」については『熊本大学医学部百年史』通史編に詳しく
記述されているので、参照されたい。

　第４節　蕃滋園

　１７５６（宝暦６）年７月、第８代藩主細川重賢公によって薬園創立の命が下り、現在の熊
本市薬園町に５２８坪の薬草園が作られ「蕃滋園」と名づけられた。１７６２（宝暦１２）年建部大
火後、蕃滋園は拡張され、盛時には１，５９４．５坪に達した。熊本藩の薬草園は、この蕃滋園
を中心として、茶碗山、矢部町、熊本市保田窪、一の宮町坂梨などにあった。１８７１（明治
４）年の廃藩置県により、薬園は藤井家個人の所有となった。蕃滋園に栽植されていた植
物は総計８２９種にも及ぶが、１８９０（明治２３）年９月に総計１５４種の薬草薬木が当時の第五高
等中学校に寄附された。

　第５節　再春館の閉鎖と古城治療所

　１８７０（明治３）年７月８日、明治の新政に伴い再春館役職員は免職となり、創立１１５年に
して再春館はその機能を終えた。再春館閉鎖の翌８月、藩庁は古城に病院を興すことを決
定し、１０月６日に治療所が開かれて再春館の図書備品類はここに引き継がれた。１８７７（明
治１０）年２月、病院は西南戦争の兵火にあって焼失し、その後、１８９１（明治２４）年４月には
古城治療所もついに閉鎖した。
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　第６節　私立熊本薬学校

　１８７４（明治７）年、文部省は医制とともに薬舗の規則を制定して、算術・理化学大意・
薬剤学大意・処方学大意の試験を経た者でなければ薬舗開業免状を下付しないことを定め
た。そのため、この試験に対処するための独立した薬学教育機関が要望されるようになっ
た。当時熊本に陸軍薬剤官として在住していた町田伸（１８８１（明治１４）年東京大学薬学部卒）、
平山増之助（１８８２（明治１５）年東京大学薬学部卒）、県立熊本医学校教諭兼薬務局長蔵田孝貞、
熊本医学校教諭志村釼七郎らは、県下に薬学教育機関がないことを憂い、熊本区内の薬業
家諸氏に薬学校設置の必要性を説いたところ賛意が得られ、蔵田孝貞、志村釼七郎、大塚
隆、野々口為志、大野尊明の名義で、１８８２（明治１５）年２月６日熊本県令富岡敬明あて私
立熊本薬学校設立願が提出された。私立熊本薬学校は、１８８５（明治１８）年３月３日付設立
が認可され、４月１日に仮開校式を挙行した。所在地は熊本区紺屋今町４９番地で、熊本に
おける独立した薬学教育機関がここに初めて誕生した。
　私立熊本薬学校の修業年限は２年で、出願資格は１６歳以上で小学校中等科卒業以上の学
力を有する者とされた。生徒募集に際しては極力勧誘に努めたが、入学志願者はわずか５
名であった。

１　私立熊本薬学校の教則及び教科書
　私立熊本薬学校時代の教則及び教科書は表１のとおりである。

表１　私立熊本薬学校の教則及び教科書
教　則
本校は薬剤師の速成を図り、乙種薬学校通則に基き、二ヵ年を期し簡易の薬学科を教授するも
のとする。
学科課程
学科を分け独乙学・物理学・化学・植物学・薬品学・製薬学・薬物試験法・調剤学・製薬学実
地とす。
第一年前期：独乙学、物理学、無機化学
第一年後期：独乙学、物理学、有機化学
第二年前期：植物学、薬品学、製薬学実地
第二年後期：植物学、薬物試験法、調剤学
教科書一覧
独乙学の部：文法書　ゲルゲ氏著書　会話書　東京大学予備門出版
理学科の部：物理学　飯盛挺造（微量天びんの先駆者）訳
化学科の部：化学　丹波敬三訳
植物学科の部：普通植物学　丹波敬三　訳
薬品学科の部：薬品学　大井玄洞（生薬学という用語を創出した）訳
製薬学科の部：製薬全書　下山順一郎（薬学博士第１号）訳
薬物試験法の部：薬品試験書　ハーゲル氏著
調剤学科の部：調剤要術　柴田承桂（初版『日本薬局方』編集委員）訳

　１８８６（明治１９）年５月、生徒の増加に伴い教室は狭隘となり、熊本区の手取本町に建坪
３１坪の２階建民家を借り受けて移転した。しかし、薬学校の設立者・教員らは、経済状況
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の改善を期し更に薬業家有志の賛同を求めて５００余円を投じ、区内藪の内町に「私立熊本
製薬所」を設立した。ここでは種々の製剤を行い、また薬品試験の依頼に応じて得た利益
の一切を校費補助に充てようとしたが、その目的は未達に終わった。
　１８８７（明治２０）年４月の生徒募集に際しては３０数名の入学をみた。この機を逸せず隆盛
策を企画して、５月に全県下薬業家の大会を開き、各自毎年応分の寄附を行って本校を維
持することを決議した。更に市内の医科薬業家有志及び大阪市知名の薬業家並びに本校関
係者の特別寄附金で校舎の新築を行うことを決議した。その甲斐あって７月には、区内山
崎町１９番地に３０５坪の土地を購入し、更に２階建２１．５坪の校舎１棟及び８坪の付属室１棟
を建築し、９月に新校舎に移転した。１１月２６日には新校舎の開校式を兼ねて第１回卒業証
書授与式を挙行した。また、新校舎への移転と同時に私立熊本製薬所の財産全部が本校に
寄附された。１８８８（明治２１）年１月、製薬士平山増之助に初代校長を嘱託し、ここに初代
校長の決定をみた。１８８９（明治２２）年７月、製薬士中西司馬が第２代校長に就任した。
１８９３（明治２６）年、薬学校の優秀卒業生は無試験で、その他の者は試験の上第五高等中学
校医学部薬学科第３学年に編入が認められることになり、それにより入学者が増加した。
ただし、この無試験編入制度は長くは続かず、１８９９（明治３２）年６月に廃止された。１８９５
（明治２８）年４月には、中西校長が辞任し、専任教師の森本栄太郎が第３代校長を兼務する
こととなった。１９０３（明治３６）年５月、森本氏の校長兼務を解き、安香堯行に第４代校長
を嘱託した。１９０５（明治３８）年７月、校友の親交を温め、風紀を維持し、知識を交換する
という３つの目的のもと、卒業生及び在学生により校友会が設立され、同年１２月に校友会
雑誌第１号が発刊された。１９０６（明治３９）年４月には、修業年限が２年から２年半に延長
された。

２　私立熊本薬学校校長の氏名、在任期間、略歴
　①初代平山増之助校長
　校長在任期間１８８８（明治２１）年１月～１８８９（明治２２）年７月。１８６０（万延元）年８月千葉
県香取郡に誕生。１８７６（明治９）年東京大学予備門入学、１８８２（明治１５）年東京大学医学
部薬学科卒業。その後、熊本陸軍病院二等薬剤館製薬師として在勤、１８８８（明治２１）年
私立熊本薬学校校長、１８８９（明治２２）年熊本県薬剤師会初代会長就任。同年ドイツ留学
を機に私立熊本薬学校校長を辞任、１８９１（明治２４）年帰国し、東京衛生病院、陸軍軍医
学校教官を経て、１９０７（明治４０）年薬学博士を取得。１９１０（明治４３）年第２代富山県立薬
学専門学校校長（１９１０年９月～１９１４年１月）。日本薬局方調査会委員、薬剤師試験委員、
日本薬学会編纂委員長を歴任。１９１４（大正３）年６月２９日逝去（享年５４歳）、陸軍一等薬剤
正従四位勲三等功四級薬学博士。
　②第２代中西司馬校長
　校長在任期間１８８９（明治２２）年７月～１８９５（明治２８）年４月。名古屋出身。１８８２（明治
１５）年東京大学医学部薬学科卒業。同年陸軍に入隊、１９０４（明治３７）年陸軍二等薬剤正に
任じ、１９０７（明治４０）年予備被仰付。１８８９（明治２２）年７月第２代私立熊本薬学校校長に
就任。同年熊本県薬剤師会初代会長就任。１９０７（明治４０）年１０月１９日富山県立薬業学校
長兼教諭に任命され、続いて１９１０（明治４３）年４月１日富山県立薬学専門学校の初代校
長に就任。同年６月２８日富山県立薬学専門学校校長（現職）で逝去。１９０５（明治３８）年戦
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役の功により勲四等旭日小授章。
　③第３代森本栄太郎校長
　校長在任期間１８９５（明治２８）年４月～１９０３（明治３６）年５月。熊本出身。１８８８（明治２１）
年１１月私立熊本薬学校に専任教師として着任。校長退任後も教頭兼生徒監役等で安香堯
行校長を支え続けた。熊本薬学校に着任以来４０余年終始一貫して本校のために終生を捧
げ、昇格及び移管に砕身の努力を続けた。１９２９（昭和４）年３月老齢のため依願退職。
同４月退任式。
　④第４代安香堯行校長の内容は、第９節九州薬学専門学校の項で詳述する。

３　私立熊本薬学校の卒業生数
　私立熊本薬学校の卒業生については表２のとおりである。

　第７節　私立九州薬学校

　１８８７（明治２０）年以来山崎町にあった私立熊本薬学校は、敷地約３００坪、建坪８０坪と極め

年　月 卒業生数
１８８７年１１月 第１回生５名

（村上栄生、朽原豊喜、松田敬太
郎、村上良吉、富田謙三）

１８８８年７月 第２回生　４名
１８８９年４月 第３回生　６名
１８８９年10月 第４回生　８名
１８９０年５月 第５回生　８名
１８９１年４月 第６回生　３名
１８９１年１０月 第７回生　１名
１８９２年４月 第８回生　６名
１８９２年１０月 第９回生　４名
１８９３年３月 第１０回生　６名
１８９３年９月 第１１回生　１０名
１８９４年３月 第１２回生　６名
１８９４年８月 第１３回生　１６名（日清戦争）
１８９５年３月 第１４回生　５名
１８９５年９月 第１５回生　４名
１８９６年３月 第１６回生　１１名
１８９６年７月 第１７回生　２名
１８９７年３月 第１８回生　９名
１８９７年７月 第１９回生　１０名
１８９８年３月 第２０回生　７名

表２　私立熊本薬学校の卒業生数
年　月 卒業生数

１８９８年８月 第２１回生　４名
１８９９年４月 第２２回生　６名
１８９９年９月 第２３回生　８名
１９００年３月 第２４回生　６名
１９００年９月 第２５回生　６名
１９０１年３月 第２６回生　１３名
１９０１年９月 第２７回生　８名
１９０２年３月 第２８回生　３名
１９０２年９月 第２９回生　６名
１９０３年３月 第３０回生　８名
１９０３年９月 第３１回生　８名
１９０４年３月 第３２回生　２１名
１９０４年９月 第３３回生　１５名（日露戦争）
１９０５年３月 第３４回生　１３名
１９０５年９月 第３５回生　１０名
１９０６年３月 第３６回生　２６名
１９０６年９月 第３７回生　１４名
１９０７年３月 第３８回生　３６名
１９０７年９月 第３９回生　２５名
１９０８年９月 第４０回生　31名
１９０9年３月 第41回生　21名
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て狭隘であった。そこで、１９０５（明治３８）年１２月、飽託郡本庄村に建築用地として２，６００余
坪（約８６ａ）を購入した。更に、１９０７（明治４０）年２月に校舎新築移転委員及び設立者が会
合し、専門学校昇格を目指して、金２万円を限り１５年償還１株額面２５円の校債を発行し、
全国の有志に校債の応募又は寄附金の寄贈を求めた。「私立熊本薬学校公債募集趣意書」
の結びの部分を次に示す。

本校の基礎は実に此に因りて確乎として樹立し、社会の衛生事業殖産興業は是より聊か面目を
改めしむることを得しか。冀くは這搬事業の成否は直に本校の運命を左右すべきものなること
を諒察せられ、別項校債募集並償還規定に依り校債応募若くは寄付金寄贈の栄を賜らんこと
を。ここに謹んで本校校債募集趣意書を呈し敢えて諸賢の劉覧に供す。私立熊本薬学校

　安香堯行校長の東西奔走の努力もあって、１９０７（明治４０）年１２月には既に校債申込額が
１万７，０００円に達していた。しかし、本庄村の新築予定地を更に拡張すべく隣接地の買収を
試みたが、事情により交渉はまとまらず、校舎新築地は飽託郡大江村が候補地となった。
１９０８（明治４１）年３月、現所在地の飽託郡大江村字九品寺７８番地に５，４３８円を投じて３，９３５坪
の敷地を買収した。この頃には校債申込額も予定額の３万円に達したため新本校舎（１８棟総
建坪７００坪）の建築に直ちに着工し、１９０９（明治４２）年１２月に竣工した。これは熊本大学薬学
部の最初の建物である。その他の建物として、実験室及び分析室１棟、製煉棟及び分析室
１棟、生徒控所１棟、当直室及び納屋１棟、各渡り廊下その他５棟。なお、この頃に植樹さ
れた樟の若苗が成長し、現在の熊薬のシンボルとなっている。一方、巨額の校債の償還が
迫られる中、塩見伊八郎氏、平山増之助初代熊本薬学校校長、武田長兵衛氏の英断により
大阪薬業家の所有する校債が全学寄附されることになり、これを契機に校債寄附運動が大
いに高まった。更に県会議員平野澄久氏らの努力により、熊本県からの補助金のお陰で校
債の償還も進んだ。１９０８（明治４１）年４月１日には私立九州薬学校と改称された。敷地・建
物関係では、その後、１９１１年（明治４４）年５月に県立高等女学校旧建物の払い下げを受け、
校舎が増設された。１９１２（明治４５）年には飽託郡大江村九品寺１８８番地を買い入れ、ここに２
階建１棟１０３坪、平家建１棟４０坪、その他附属舎１０棟１４８坪の計１２棟２９１坪の寄宿舎を建築
し、生徒１００名収容の設備とした。１９１０（明治４３）年９月、本科第１回生５７名が入学した。な
お、１９１５（大正４）年１月、本校は社団法人化され、熊本県学務課長に会長を委嘱した。

　第８節　九州薬学専門学校

　１９１０（明治４３）年１月２１日付をもって「専門学校令」により薬学専門学校の設立が認可さ
れ、同年４月１日に私立では最初となる「私立九州薬学専門学校」が誕生した。本科（３
年制、中学卒対象）・別科（従来の乙種薬学校）が設置され、開校当時の職員構成は、校長１、
教授２、講師７、助教授１、書記４、助手２、雇い４であった。同じく生徒数は、別科第
５期４０名、第４期４５名、第３期３７名、第２期６０名、第１期２２名であり、翌年５月１日の本
科１年は５７名であった。
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表３　１９１０（明治４３）年当時の科目・担当教員及び事務職員

　また、文部省視学官の視察の後、本校本科卒業生は無試験で薬剤師免許証を下付される
こととなった。
　１９１３（大正２）年４月２日、別科第４９回生２３名が卒業した。４月８日、文部大臣より本
科卒業生が「私立九州薬学専門学校薬学士」を称する件が認可され、１０月２９日に本科第１
回卒業式が挙行された。１９１５（大正４）年１月、学校組織は財団法人化され、初代会長に
佐上信一（熊本県学務課長）が就任した。
　１９１８（大正７）年１０月２日、本校講堂に若狭万次郎教諭を招いて発表会兼練習が行われ
校歌「天龍猛る阿蘇の峰」（江口正男ほか作詞、若狭万次郎作曲）が誕生した。

表４　１９１８（大正７）年当時の教員組織

　１９１９（大正８）年９月９日文部省令第２４号に基づき校名中「私立」の２字が削除され、「九
州薬学専門学校」と改称された。１０月２３日本校講堂で同窓会「蘇杏会」の発会式が挙行された。

表５　私立九州薬学校の卒業生数
年　月 卒業区分 人数 備　考
１９１３年４月 別科　第４９回生 ２３名
１９１３年７月 別科　第５０回生 １５名
１９１３年１０月 別科　第５１回生 １８名
１９１３年１０月 本科　第１回生 ４８名 卒業生総代　柴田文一郎
１９１４年４月 別科　第５２回生 ２２名

科　目 担当教員
化学	
物理学・定量分析学・鑑定
薬局方	
生薬学・衛生学
薬化学・薬品工業学・機械学・
定性分析学・鉱物学
薬物学	
理論化学
修身
細菌学
化学・裁判化学	

安香堯行
森本栄太郎
酒井甲太郎
松南千寿

水谷友三

酒井　保
白壁傑次郎
福田令寿
中嶋修一
竹下澄人

科　目 担当教員
薬用植物学・分析学・調剤学
衛生化学	
数学	
独逸語	
体操	
学校医	

柔道

事務長	
教務	
会計	
庶務	

和田正男
緒方　晋
岡村周平
成田秀三、上田茂次郎
川上新蔵
原口　競
町野貞吉、宮田高知、
木村　篤、白井　亮
園部交雅
笠　鶴章
宮崎平吉
後藤子之八

科　目 担当教員

物理学

生薬学・薬品鑑定・化
学講座
薬工学・鉱物学
薬用植物学・分析学・
調剤学

体操

安香堯行校長、
森本栄太郎教授

篠崎憲一郎教授

高橋省造教授

和田正男教授

小高　玄教授、
川上新蔵助教授

科　目 担当教員
理論化学
薬局方
機械学
薬物学

独逸語

修身

白壁傑次郎講師
酒井甲太郎講師
小出広太郎講師
酒井　保講師
酒井隆吉講師、
上田茂次郎講師
福田令寿講師



73第１編　文教の地・熊本の歴史と風土

年　月 卒業区分 人数 備　考
１９１４年１０月 本科　第２回生 ３５名
１９１５年１０月 別科　第５３回生 １６名
１９１５年３月 別科　第５４回生 １０名
１９１５年６月 本科　第３回生 ４４名
１９１５年９月 別科　第５５回生 ８名
１９１６年３月 別科　第５６回生 ２３名
1916年６月 本科　第４回生 51名
１９１６年３月 別科　第５７回生 ９名
１９１７年４月 本科　第５回生 ７６名
１９１７年９月 別科　第５８回生 １３名 別科最後の卒業生、卒業生総計７５５名
１９１８年４月 本科　第６回生 ６２名
１９１９年３月 本科　第７回生 ９５名
１９２０年４月 本科　第８回生 ６６名
１９２１年４月 本科　第９回生 ７５名
１９２２年３月 本科　第１０回生 ９６名
１９２３年３月 本科　第１１回生 ７７名
１９２４年３月 本科　第１２回生 ８７名

　第９節　九州薬学専門学校の官立移管

　１９２０（大正９）年の九州薬学専門学校官立期成会において、期成会会則及び趣意書が作
成された。趣意書の最後には、次の決議が書かれている。

九州薬学専門学校をして時世の進歩に伴い適宜の発展を遂けしむる為、是を官立に移すこと
を期す。右決議す。大正９年１２月九州薬学専門学校官立期成会

　同年１２月熊本県議会では九州薬学専門学校の官立移管に関する決議案が満場一致で通過
した。川上彦春熊本県知事は議案書を持って上京し、文部省に陳情書、貴族院・衆議院両
院議長に請願書を提出し、移管運動を活発化した。
　１９２１（大正１０）年３月の衆議院にて、九州薬学専門学校を文部省所管に移す建議案が可
決され、１９２２（大正１１）年４月、正式に官立移管願が提出された。当然のことではあるが、

移管に伴い九州薬学専門学校不動産・資産のすべては国
に寄附された。１９２５（大正14）年、１月３１日勅令第６号を
もって九州薬学専門学校は文部省直轄学校となった。３
月３日に校則が制定（薬専６号）され、３月３１日には九
州薬学専門学校が廃止された（熊専１０号）。こうして１９２５
年４月１日、官立熊本薬学専門学校が開校した。初代校
長は熊本薬学校校長・九州薬学専門学校校長であった安
香堯行教授が引き継ぎ、定員教授４名を１２名に、助教授
２名を４名に、書記２名を５名に改正した。一方、九州
薬学専門学校閉鎖に伴い、同学校の資金繰りを長年支え
てきた九州薬学専門学校財団法人は、１９３１（昭和６）年
７月２９日に一切の整理を終え解散した。また、熊本薬学
校時代から辛苦の中で経営維持に尽力した熊本県薬業組写真２　熊本県薬業組合の記功碑

　　　　（現在）
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合の記功碑が建設された。
　１９２６（大正１５）年、５，５６７坪の敷地を購入し、１９２７（昭和２）年に薬草園を開設した。この
薬草園には、前述のとおり、蕃滋園由来の植物が引き継がれている。
（１）初代安香堯行校長
　私立熊本薬学校第４代、私立九州薬学専門学校初代、熊本薬学専門学校初代校長。校長
在任期間１９０３（明治３６）年５月～１９０８（明治４１）年３月。１８５５（安政２）年静岡に生まれる。
１８８２（明治１５）年東京大学製薬学科を卒業、陸軍薬剤官、愛知薬学校、愛知病院調剤所長を
経て、大阪共立薬学校長を嘱託（１８９８（明治３１）年３月～１８９９（明治３２）年５月）。１９００（明治３３）
年６月熊本県立病院調剤部長に任命され熊本に赴任。１９０１（明治３４）年５月私立熊本薬学校
講師を嘱託。１９０３（明治３６）年５月１５日同校第４代校長を嘱託された。１９６０（昭和３５）年熊本
県近代文化功労者受賞。１９２８（昭和３）年１月５日逝去。

写真３　安香堯行校長 写真４　安香堯行校長胸像（現在）

（２）安香堯行校長の葬儀
　１９２８（昭和３）年１月５日午前０時１０分、安香校長は狭心症の発作を起こし暁を待たず
他界した。享年７４歳であった。葬送の儀は、同月１０日午後１時より校葬として本校講堂で
執り行われた。講堂正面に大礼服を被せられた霊柩を安置し、安国寺住職以下導師５名、
伴僧４名が列席して儀式は３時間にわたり厳かに進行した。弔辞を読む者各界代表３３名に
及び、弔電は水野錬太郎文部大臣、全国の帝国大学長、高等学校及び各専門学校校長から
のものなど６００余通に上った。式後、戸田助人（本科第７回生）筆になる銘旗を生徒４名にて
揚げ、葬列は校門を出て上河原火葬場に向かい荼毘に附された。会葬者１，０００人、葬列は
２５０ｍにも及んだ。現在は先生が当時植えられた樟の若苗がまさに大樹に成長し、学舎を囲
み威厳を与えている。同年１０月２７日、故安香校長胸像除幕式及び新築校舎の落成式が行わ
れた。新校舎の落成式は、官立移管祝賀を兼ねて挙行された。新築落成式は、当初１９２７（昭
和２）年秋に行われる予定であったが、失火のために校舎の一部を焼失し、その復旧に約１
年の歳月を要したためにこの日の祝典となった。
（３）安香堯行校長のエピソード
　以下に安香校長のエピソードをいくつか紹介し、これをもって、薬学専門学校に込めら
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れた氏の想いや教育理念を共有したい。
　私立熊本薬学校の私立九州薬学校への、そして私立九州専門学校への昇格のために、安
香校長は一念発起され、その信念と意気はすさまじいものであった。朝８時には出校して
自著の教科書で化学の講義を済ませると、直ちに県立病院に出勤し調剤部長の役目を果た
し、午後４時には再び学校に戻って、良き内助者である森本栄太郎教頭（第３代校長）とと
もに新築計画を検討された。一緒に自転車に乗って頑迷な地主たちとの敷地の交渉や、土
地検分などに東奔西走されるのがその頃の日課であった。安香校長は熊本における自転車
の初乗りという噂であった。また、寄附勧誘のためにそれこそ百里の道も遠しとせず、ほ
とんど寝食を忘れ、私財は恩給に至るまで投じ尽くされ、一家の破滅をも賭するといって
も過言ではなかった。
　安香校長は、当時の薬学教育界に先駆けて、薬理学、薬品機械学及び理論化学を教科に
採用し、その卓越した識見と学殖は斯界に高く評価された。また、他大学に先んじて製薬
学科を設置し、学内に製薬工場を有したことも、安香校長の先見の明を示すものである。
　安香校長は、６人の子女を残して夫人に先立たれるという家庭的不幸の中で持病のリウ
マチに悩んでいたが、愛児たちのために再婚もしなかった。こうした不如意な環境にあっ
たにもかかわらず、先生の切なる愛校心はついにその目的を達し、「私立九州薬学専門学
校」が誕生することとなった。
　１９１６（大正５）年当時、私立九州薬学専門学校の経営は極めて困難で、予期せぬ高等女
学校の旧校舎払い下げによる校舎及び寄宿舎増築のための校債の償還に文字通り火の車で
あった。大阪の同窓会である銀杏会に出かけた安香校長の熱誠により校債寄附運動が高ま
り、熊本県からの補助金等もあって危急存亡の危機をなんとか脱した。
　私立九州薬学専門学校の官立移管という難事業に立ち上がった安香校長は、１９２０（大正９）
年に熊本病院調剤部長も熊本医学専門学校教授も辞退し、好きなたばこも断って、背水の陣
を敷いた。齢すでに６０の坂も半ばを越えた老躯もいとわず、全国を行脚して病院、試験所を
視察し、実習実験設備を参考にして学校の充実を図った。また、絶えず文部省要路に折衝
し、持ち前の円転滑脱な社交性と至情とを披露して緊密な連絡を図るのを忘れなかった。
　安香校長は文部省に向かうときも、乗り物代を節約するため愛用の自転車を東京まで運
び日参した。度重なる出資で勲章や懐中時計まで質草に入れようとし、また、夫人は木綿
着で通した。このような窮迫ぶりを見かねた親友の熊本医科大学学長山崎正董が、官立移
管は困難であると中止を勧告したことがあった。このとき校長は決然として、「たとえ私
一代で官立移管が成就されなくとも私は私の一生を捧げておけば満足である。私の終生の
事業として最後まで努力すれば、不幸に途中で死んでもこの事業は必ずや後継者が現れよ
う。しかるに途中で挫折したならば、恐らくこれを守り立て後に続く者はいないであろ
う」と答えた。あれほど剛腹で知られる山崎学長も二度と勧告しなかった。
　１９２８（昭和３）年元旦、安香校長は初めて大礼服を着用して学校の拝賀式に参列した。
式後校長室にて、「大礼服は立派だろう。しかし君、安香個人のことじゃない。本校校長
がこんな服装をして立派になったということは我が学校が高等専門学府の御仲間入りした
という証拠で、ただそのことが僕はうれしいのさ」。これを聞いて苦楽をともにした藤田
穆博士は感涙にむせんだ。その夜、藤田博士が安香校長宅を訪れた折、いつになく酒を過
された安香校長は「藤田君、我々はやれ大礼服だ、やれ不足だ、やれ何だ彼んだと言って
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いるが、今御上や世間では、熊本薬専が遮二無二学校は作ってもらったが、さて奴たちが
どんな風にやっていくか知らんと思って見ているのだよ。他の学校に負けぬようになるに
はまだなかなかだよ」と言って杯を措いた。思えばこれが校長の最後の教訓であった。

　第１０節　熊本薬学専門学校の充実

　安香堯行校長の後を継ぐ形で、１９２８
（昭和３）年２月２７日、村山義温が２代
目校長に就任した。いよいよ学校の施
設・教育・研究が充実して内外に高く
評価される時代を迎えた。１９３１（昭和
６）年、天皇陛下が本校に行幸され生
徒の実験をご覧になられた。この日を
記念して行幸記念碑が建立された。ま
た同年、御親閲に参列する準備として
校旗の推戴式を行った。
　１９３８（昭和１３）年当時の学科課程と
担当教官を表６に示す。

表６　１９３８（昭和１３）年当時の学科課程と担当教官
科　目 担当教官

修身・動植物科学・英語
独逸語
有機分析・同実習・薬効学・裁
判化学・英語
独逸語・修身
薬化学・同実習
薬品製造学・同実習・製図学実習
鉱物学及無機化学・定性分析学・
同実習
有機化学・動植物化学・同実習
生薬学及び和漢薬学・同実習・
薬用植物学・同実習
衛生化学・飲食物科学・同実習・
裁判化学・同実習
物理学・応用電気・化学・同実習
学校教練
製剤学・同実習・調剤学実習
定量分析学・同実習・薬局方及
薬品鑑定学・同実習

村山義温
上石保教、木尾智純

藤田　穆

上田茂次郎
鵜飼貞二
佐藤定治

和田正男

柴田文一郎

宗定哲二

酒井亮次

栗田藤四朗
堀江長蔵
津田弘喜

真崎辰次

写真５　行幸記念碑（現在）

科　目 担当教官
修身・法制経済
理論化学
調剤学
微生物学・同実習
薬理学
薬事法令・飲食物制度
機械学及製図
薬品製造学教室兼製薬工場
課附
応用電気学実習
生薬学実習・薬用植物学実習
薬化学実習
調剤学製剤学実習
有機分析学実習
定性分析実習
有機分析実習
動植物化学実習

赤星敏文
白壁傑次郎
田中義雄
太田原豊一
尾崎正道
上原今朝蔵
川合正昌

江口宣明

中村津直

渡辺忠次郎

安部初穂、白上友之
田中重男
堤　博紀
福田直憲
榎本　実
国崎辰喜
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　１９４２（昭和１７）年３月３１日、第２代校長村山義温は退職した。この間の出来事は部局史
編第１編第５章第２節を参照されたい。同日付をもって藤田穆教授が第３代校長に任命さ
れた。１９４４（昭和１９）年１月、藤田校長は石坂繁代議士経由で「化学専門学校」への改称意
見書（分析化学・合成化学・厚生化学・製薬化学の４科編成、後の２科が薬剤師育成を担当）を
提出した。１９４５（昭和２０）年４月、全国に先駆けて熊本薬学専門学校に製薬学科の増設が
実現し、我が国初の２学科制の薬学専門学校となった。新設のものを製造薬学科、従来の
本科を厚生薬学科と称することになった。このときの学科課程を表７に示す。

厚生薬学科 製造薬学科

学科目 授　業
総時数 学科目 授　業

総時数
公民 １４０ 公民 １４０
外国語 ４５５ 外国語 ４５５
数学 １４０ 数学 １４０
物理 １４０ 物理 １４０
体育 ２１０ 体育 ２１０
薬用植物学 １０５ 薬用植物学 １０５
無機化学 １０５ 無機化学 １０５
有機化学 ２４５ 有機化学 ２４５
分析化学 １０５ 分析化学 １０５
理論化学 １０５ 理論化学 １０５
生薬学 ７０ 生薬学 ７０
微生物学 ３５ 微生物学 ３５
厚生化学 ２８０ 厚生化学 １４０
薬効学 ２１０ 薬効学 ７０
調剤学 ７０ 調剤学 ７０
薬局方 ７０ 薬局方 ７０
製薬化学 ７０ 製薬化学 １４０
分析化学実習 ３５０ 分析化学実習 ３５０

厚生薬学科 製造薬学科

学科目 授　業
総時数 学科目 授　業

総時数
無機化学実習 １７５ 無機化学実習 １７５
有機化学実習 ２８０ 有機化学実習 ３５
薬用植物学実習 ７０ 薬用植物学実習 ７０
生薬学実習 ７０ 生薬学実習 ７０
厚生化学実習 ２１０ 厚生化学実習 １０５
調剤学実習 ７０ 調剤学実習 ７０
薬局方実習 ７０ 局方薬品試験法 ７０
微生物学実習 ７０ 醱酵化学 ７０
薬効学実習 70 製造設計及

工場経営 ３５

化学機械及製図 ７０
電気化学 ７０
電気化学実習

１７５醱酵化学実習
製薬化学実習

計 ３，９７９ 計 ３，９９０

表７　１９４６（昭和２１）年当時の熊本薬学専門学校の学科課程

　終戦後の１９４６（昭和２１）年４月から男女共学制が実施された。この年に入学した女子生
徒は２名であった。同年５月２５日、熊本薬学専門学校復興期成会が組織され、戦災復興に
力を注ぐことになった。１９４９（昭和２４）年３月１０日、薬品分析学教室１棟１７２．５坪が竣工し
た。同年５月３１日、「国立学校設置法」が施行され、新生熊本大学が発足した。これに伴
い熊本薬学専門学校は熊本大学熊本薬学専門学校となり、同時に、薬学部として熊本大学
に包含された。初代薬学部長は藤田専門学校長に引き継がれた。当時の薬学部は２学科９
講座（１兼担）から構成され、新入生は薬学部生となった。薬学専門学校生徒が在校する
期間は熊本大学熊本薬学専門学校と呼ばれることになり、在学生のすべてが卒業する１９５１
（昭和２６）年３月３１日をもって自然廃校されることになった。１９５１年３月１０日に熊本薬学専
門学校第３９回卒業式が薬学部講堂で挙行され、専門学校最後の卒業生１３９名（厚生薬学科
１０１名、製造薬学科３８名）が送り出された。同日謝恩会が催された。翌３月１１日には、講堂
において熊本薬学専門学校課程の終了式が挙行された。こうして、同年３月３１日の法律第
８４号により熊本薬学専門学校は廃止された。熊本薬学専門学校卒業生数を表８に示す（総
数３，２３２名）。
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表８　熊本薬学専門学校卒業生数
年 卒業生数 備　考
１９２５年 １０２名
１９２６年  ９４名
１９２７年 １０１名
１９２８年  ７５名
１９２９年  ７３名
１９３０年  ７８名
１９３１年  ９３名
１９３２年  ８７名
１９３３年  ７５名
１９３４年  ８５名
１９３５年  ７８名
１９３６年  ７５名
１９３７年  ８５名
１９３８年  ６９名
１９３９年  ７９名
１９４０年  ８５名
１９４１年  ７３名
１９４２年  ８６名
１９４３年  ８６名
１９４４年  ６９名
１９４５年  ８３名
１９４６年  ８２名
１９４８年  ８８名
１９４９年 141名 厚生薬学科９７名、製造薬学科４４名
１９５０年 124名 厚生薬学科８２名（内女子１名）、製造薬学科４２名
１９５１年 115名 厚生薬学科７５名（内女子３名）、製造薬学科４０名
１９５２年 139名 厚生薬学科９８名（内女子12名）、製造薬学科４１名

　最後に熊本薬学専門学校長の略歴を示す。
　①第２代校長村山義温
　校長在任期間１９２８（昭和３）
年２月～１９４２（昭和１７）年３
月。１８８３（明治１６）年１２月３１日
生まれ。１９０９（明治４２）年東京
帝国大学医科大学薬学科を卒
業。同大学助手、内務省衛生
試験所技師、特許局技師を経
て，１９２８（昭和３）年に第２代
熊本薬学専門学校校長となり
熊本に赴任した。その前年の
１９２７（昭和２）年には「薬用植
物成分の研究」で日本薬学会 写真６　村山義温先生記念像（現在）
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奨励賞を受賞。１９４２（昭和１７）年に熊本薬学専門学校を退職後、帝国臓器取締役工場長
として活躍した。１９４３（昭和１８）年に日本薬学会副会頭に就任。１９４６（昭和２１）年に東京
薬学専門学校長、１９４９（昭和２４）年には東京薬科大学長として１９６６（昭和４１）年の退官ま
で勤めた。その間１９５３（昭和２８）年には日本生薬学会会長に就任。１９６６（昭和４１）年『薬
学六十年史』、１９６８（昭和４３）年には『独居独語』を発刊。１９８０（昭和５５）年５月２２日逝去、
享年９６歳。また、逝去に際して遺族から寄附された多額の香典返しを基金にして、１９８１
（昭和５６）年に村山義温先生記念像が完成した。
　②第３代校長藤田穆

あつし

校長
　校長在任期間１９４２（昭和１７）年３月～１９５１（昭和２６）年３月。１９２４（大正１３）年、私立九
州薬学専門学校の教授に招かれ、１９４２（昭和１７）年に官立移管後の第３代熊本薬学専門
学校校長を拝命された。１９４５（昭和２０）年７月１日の熊本大空襲にて灰燼と化した熊薬
の復興、更に教育研究環境の整備充実に血の滲む努力を払い現在の揺るぎなき基盤を築
いた。１９４９（昭和２４）年熊本大学初代薬学部長に就任、１９６０（昭和３５）年定年退官。その
後、請われて第一薬科大学新
設に参画、学長として教学及
び経営に貢献。その間、日本
薬学会副会頭等の要職にあっ
て薬学の発展に尽力、その功
により１９７０（昭和４５）年勲二等
に叙せられる。１９７１（昭和４６）
年４月７６歳で逝去。若き日の
ドイツ留学中に発想し、帰国
後に独創的な「有機概念図」
を発表、研究者として化学界
に万丈の気をはいた。 写真７　藤田穆先生胸像（現在）
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